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　当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経営環境につきましては、わが国

経済が先行き不透明な状況で推移する中、当社グループの事業分野におきましても依然として公

共事業の縮減が続き、拡大する需給ギャップを背景に企業間競争が激化しております。また、例

年、上期が不需要期であることに加えて、東日本大震災の復旧・復興財源問題に端を発する政府

の補正予算編成の遅れが公共工事発注の遅れにつながるなど、極めて厳しい環境で推移いたしま

した。

　このような経営環境下で当社グループは、競合他社との差別化を図るべく、プレキャスト化の

推進による新たな需要の創造など提案力の強化によりシェア拡大を図るとともに、製造部門をは

じめとする全社的なコスト削減に取り組み、コスト競争力の強化に努めて参りました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が46億12百万円（前年同四半期比

12.4％減）、営業損失が３億５百万円（前年同四半期は営業損失１億53百万円）、四半期純損失

が２億86百万円（前年同四半期は四半期純損失１億51百万円）となりました。

　なお、当社グループの売上高は公共工事関連の比重が高いため季節的変動が著しく、下期（第

３、第４四半期連結会計期間）偏重の特性を有しております。そのため、売上高に対する費用負

担の大きい上期（第１、第２四半期連結会計期間）につきましては、利益面ではマイナスとなり

ますが、売上高が増加する下期において利益が伸びる傾向にあります。また、上期において遅れ

ていた公共工事の発注による受注の増加も期待されます。








